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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面方形状の底板と、前記底板の側端縁にヒンジ部によって折曲自在に連結された４つ
の側板とからなり、前記各側板はそれぞれ対向する側板を対にして内側に折り畳むことが
できる組立自在な合成樹脂製容器であって、前記底板の端縁には内側上縁をアール面とし
た側板を連結する支持部が設けられており、折曲自在なヒンジ部は、一対の引上げガイド
部と引上げ回動部とからなり、前記引上げガイド部は、支持部の天板側と内側を開口させ
た凹部に外側の面を容器の内方に向かって上昇する傾斜面としたガイド部材を設け、側板
の下面には摺動部を突設してなり、前記引上げ回動部は、支持部の天板側と内側を開口さ
せた凹部にフック状の軸係止部を設け、前記凹部の両側面に係合ピン受部を設けてなり、
前記係合ピン受部は、凹部に連通し、係合ピンを挿入する係合ピン受穴と係合ピンを係合
する係合部によって形成されており、側板を組み立て方向に回動させると、引上げガイド
部によって側板の下面が支持部内側上縁のアール面の下端まで引き上げられ、引き続いて
引上げ回動部によって側板が起立させられ、引上げ回動部の軸係止部に回動軸部が係止す
るようにしたことを特徴とする組立自在な合成樹脂製容器。
【請求項２】
　ガイド部材は、二本の平行なガイドレールによって形成されており、引上げ回動部にお
ける係合ピン受部の係合ピンを係合する係合部は、支持部の天板側と内側を開口させて形
成した凹部の内壁下端に形成されており、前記係合部の中央部を下向きのアール面とする
とともに、前記アールは、内側に下降する傾斜面に連続していることを特徴とする請求項
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１に記載の組立自在な合成樹脂製容器。
【請求項３】
　係合ピン受部の係合部の凹部に面する内壁に傾斜溝が設けられており、前記傾斜溝は、
側壁の下面に設けられた回動軸両端の係合ピンの係合ピン受穴への挿入を容易にするもの
であって、上方外側に向かって傾斜していることを特徴とする請求項１又は２に記載の組
立自在な合成樹脂製容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、底板に折曲部又は回動軸を介して４つの側板が配設されており、折り畳み
状態から簡単に組み立てられ、また組み立て状態から簡単に折り畳むことができる組立自
在な合成樹脂製容器に係り、詳しくは相対向する側板を折り畳む際にいずれの側から折り
畳んでも、重なり合う側板を水平に折り畳むことができる組立自在な合成樹脂製容器に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、平面形状が方形状に形成された底板の四辺にヒンジ部又は回転軸部を介して側板
を立設し、前記側板の両端部に設けた係合部同士を係合することによって側板を組み立て
、あるいは係合部同士の係合状態を解除することによって側板を内側に折り畳むようにし
た組立自在な合成樹脂製容器が使用されている。このような合成樹脂製容器は、耐久性に
優れており繰り返して使用することができるとともに、保管時にはコンパクトに折り畳む
ことができ保管スペースが少なくて済むことから多くの業界において運搬用容器として使
用されている。
【０００３】
　このような容器は、相対向する側板のヒンジ部を形成する支持部の高さ寸法が、側板の
厚さ寸法とほぼ同じであり、側板の高さ寸法が、底板の幅寸法の１／２以上、すなわち、
折り畳まれる方向における底板の幅寸法の１／２以上であれば、相対向する２枚の側板を
底板上に折り畳んだとき側板の先端部が折り重なることになる。相対向する側板の先端部
が折り重なると、先倒し側板は底板に水平に折り畳まれるものの、後倒し側板は先倒し側
板の先端部に載置して上向きに傾斜し、先端部が支持部よりも上方に突出することになる
。
【０００４】
　このように、側板の先端部が上方に突出すると、直角方向において隣接する他の相対向
する側板は、先端部が突出した側板の上に折り畳まれることになるので、折り畳まれた側
板が不安定になると共に、折り畳んだ容器同士を多段に積層したときに、上方からの荷重
によって側板又はヒンジ部が破損するおそれがある。
【０００５】
　そこで、このような問題を解決するために、例えば、特開２００６－８９０６７号公報
、特開２００８－２４３７５号公報に開示された容器がある。これらの公報に記載の容器
は、側板の下端にコンテナ内方側から突出した一対のヒンジピンを突設し、前記側板を軸
着する支持部には前記ヒンジピンを挿入する係合溝（長穴）を、下部外方に向けて傾斜し
た状態で設けてなり、側板を立ち上げるときに、ヒンジピンが回転しながら係合溝（長穴
）に沿って上方に移動するのに伴って側板の下端面が支持部上に起立するようにしたもの
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－８９０６７号公報
【特許文献２】特開２００８－２４３７５号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記公報１，２に記載の容器のように、傾斜した係合溝（長穴）にヒンジピンを挿入す
る構成では、側板下面とヒンジピンとの間の寸法と係合溝（長穴）の傾斜角度等のバラン
スが取れていないと、側板をスムーズに立ち上げることができないという問題がある。ま
た、ヒンジピンを係合溝（長穴）に挿入することによって一体に組み立てられるので、ヒ
ンジピンと係合溝（長穴）とのガタが大きいと組立全体として安定せず、堅牢な組立容器
とすることができないという問題がある。
【０００８】
　この発明はかかる現況に鑑みてなされたもので、相対向する側板をいずれの側から折り
畳んでも底板上に密着した状態で水平に折り重ねることができ、折り畳まれた側板を容易
に立ち上げて組み立てることができる組立自在な合成樹脂製容器を提供せんとするもので
ある。また、側板の折り畳み、又は組み立てをスムーズに行うことができると共に、堅牢
な状態に組み立てることができる組立自在な合成樹脂製容器を提供せんとするものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明に係る組立自在な合成樹脂製容器は、
平面方形状の底板と、前記底板の側端縁にヒンジ部によって折曲自在に連結された４つの
側板とからなり、前記各側板はそれぞれ対向する側板を対にして内側に折り畳むことがで
きる組立自在な合成樹脂製容器であって、前記底板の端縁には内側上縁をアール面とした
側板を連結する支持部が設けられており、折曲自在なヒンジ部は、一対の引上げガイド部
と引上げ回動部とからなり、前記引上げガイド部は、支持部の天板側と内側を開口させた
凹部に外側の面を容器の内方に向かって上昇する傾斜面としたガイド部材を設け、側板の
下面には摺動部を突設してなり、前記引上げ回動部は、支持部の天板側と内側を開口させ
た凹部にフック状の軸係止部を設け、前記凹部の両側面に係合ピン受部を設けてなり、前
記係合ピン受部は、凹部に連通し、係合ピンを挿入する係合ピン受穴と係合ピンを係合す
る係合部によって形成されており、側板を組み立て方向に回動させると、引上げガイド部
によって側板の下面が支持部内側上縁のアール面の下端まで引き上げられ、引き続いて引
上げ回動部によって側板が起立させられ、引上げ回動部の軸係止部に回動軸部が係止する
ようにしたことを特徴とする。
【００１０】
　前記ガイド部材は、二本の平行なガイドレールによって形成されており、引上げ回動部
における係合ピン受部の係合ピンを係合する係合部は、支持部の天板側と内側を開口させ
て形成した凹部の内壁下端に形成されており、前記係合部の中央部を下向きのアール面と
するとともに、前記アールは、内側に下降する傾斜面に連続していることが好ましい。ま
た、前記係合ピン受部の係合部の凹部に面する内壁に傾斜溝が設けられており、前記傾斜
溝は、側壁の下面に設けられた回動軸両端の係合ピンの係合ピン穴への挿入を容易にする
ものであって、上方外側に向かって傾斜していることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明では、二つの回動軸（引上げガイド部と引上げ回動部）を組み合わせてヒンジ
部を形成し、一方の回動軸で側板を組み立て状態の途中まで引上げ、その後他方の回動軸
で側板を起立状態まで回動させる構成とし、ヒンジ部として機能を分割させた。従って、
側板を折り畳みあるいは組み立てる際に、ヒンジ部のそれぞれの部分に多少遊びがあって
もスムーズに回動させることができる。また、側板を引き上げる際には、摺動部に大きな
圧力がかかってもガイド面を摺動させるので、無理なくスムーズに引き上げることができ
る。また、側板は底板と平行にして上方から押込むだけで組み立てることができ組み立て
が容易である。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】組立自在な合成樹脂製容器の全体斜視図である。
【図２】左半分は正面図、右半分は断面図である。
【図３】折り畳んだ状態のヒンジ部を示す部分拡大平面図である。
【図４】ヒンジ部を示す分解斜視図である。
【図５】ヒンジ部の支持部側のガイド部材と係止部を示す断面図である。
【図６】ヒンジ部の支持部側のガイド部材の側面図である。
【図７】ヒンジ部の支持部側の係合ピン受穴と係合ピン受部を示す側面図である。
【図８】容器を組み立てる際に側板を折り畳み状態から引き上げる途中までの軸部の動き
を説明する断面図である。
【図９】容器を組み立てる際に途中まで引き上げた側板を起立させるまでの軸部の動きを
説明する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、この発明に係る組立自在な合成樹脂製容器を図示する実施形態について説明す
る。図１に示すように、平面方形状の底板１１の端縁部に沿って、先に内側に折り畳む短
辺側の先倒し側板１３，１４と、前記先倒し側板１３，１４に隣接して対向する長辺側の
後から折り畳む後倒し側板１５，１６の４枚の側板が配設されている。前記４枚の側板１
３,１４,１５及び１６は、それぞれ両端縁部に設けられたヒンジ部１７とヒンジ部１８に
よって折り畳み自在に構成されている。
【００１４】
　前記先倒し側板１３，１４と後倒し側板１５，１６のそれぞれ両端上部には隣接する側
板同士を組み立てるロック部２１が設けられている。前記ロック部２１によって先倒し側
板１３，１４と後倒し側板１５，１６が一体に組み立てられ、ロック部２１を解除すると
折り畳まれるように構成されている。前記ロック部２１の構成は、側板の組み立て、折り
畳みが可能な構造のものであればよく、特に限定されるものではなく公知構造のロック部
を応用することができる。
【００１５】
　前記底板１１には短手方向において対向する支持部２３が設けられており、前記支持部
２３に短辺側の先倒し側板１３，１４を回動自在に連結するヒンジ部１７が設けられてい
る。また、底板１１には長手方向において対向する支持部２４が設けられており、前記支
持部２４に長辺側の後倒し側板１５，１６を回動自在に連結するヒンジ部１８が設けられ
ている。
【００１６】
　前記支持部２３は、先倒し側板１３，１４を折り重ねた厚さ以上の高さ寸法に形成され
ており、前記支持部２４は先倒し側板１３，１４の上に後倒し側板１５，１６を折り重ね
ることができる高さ寸法に形成されている。従って、支持部２４は支持部２３の約二倍の
高さ寸法に形成されている。支持部２３，２４の厚み（幅寸法）は、ヒンジ部を介して連
結される側板の厚さとほぼ同じ厚さ寸法に形成されている。前記支持部２３と支持部２４
とは高さ寸法が異なるのみで、その基本的構成は同じである。
【００１７】
　そして、前記ヒンジ部１７は、引上げガイド部１７Ａと引上げ回動部１７Ｂによって形
成されており、引上げガイド部１７Ａと引上げ回動部１７Ｂとは、一対となって作用する
ように構成されている。また、ヒンジ部１８は、引上げガイド部１８Ａと引上げ回動部１
８Ｂによって形成されており、ヒンジ部１７と同じく一対となって作用するように構成さ
れている。前記ヒンジ部１７とヒンジ部１８は、形成される支持部の高さが異なるのみで
、その構成は同一である。即ち、引上げガイド部１７Ａと引上げガイド部１８Ａとは同一
構成であり、引上げ回動１７Ｂと引上げ回動１８Ｂとは同一構成である。従って、以下に
引上げガイド部１７Ａと引上げ回動部１７Ｂについて説明し、ヒンジ部１８を構成する引
上げガイド部１８Ａと引上げ回動部１８Ｂについてはその説明を省略する。
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【００１８】
　先ず、ヒンジ部１７は、先倒し側板１３，１４を支持部２３に回動自在に連結し、先倒
し側板１３，１４が折り畳み状態から起立するまでの途中まで引き上げる引上げガイド部
１７Ａと、前記引上げガイド部１７Ａによって途中まで引上げられた側板１３，１４を起
立するまで回動させて引き上げる引上げ回動部１７Ｂとからなる。
【００１９】
　前記引上げガイド部１７Ａは、支持部２３側に設けられたガイド部材３０と先倒し側板
１３，１４の下面に突設された摺動部３１によって構成されている。前記ガイド部材３０
は、支持部２３の天板側（上面）と内側を開口させて設けた凹部３２に容器外側の面を内
方に向かって上昇する傾斜面としたガイド部材によって形成されている。前記ガイド部材
は、図示する実施形態ではガイドレール３３、３３を平行に立設することによって形成さ
れている。
【００２０】
　前記ガイドレール３３、３３は、図４及び図６に明らかなように、内面（底板側の面）
は支持部２３の内面と同一面に形成されており、外面（支持部２３の外側面）は容器の内
方に向かって上昇する傾斜面３４に形成されている。前記傾斜面３４の傾斜角度と長さは
、後述するように、先倒し側板１３，１４の下面が支持部２３の内面に沿って引き上げら
れ、支持部２３の内側上縁に設けたアール面の下部に達するように形成されている。
【００２１】
　前記ガイドレール３３、３３の傾斜面３４の下端部は、図示する実施形態では凹部３２
の底面３５の中心部よりも外側に位置しているが、傾斜面３４の傾斜角度と長さを十分取
ることができれば底面３５の中心部より内側であってもよい。また、前記凹部３２の底面
３５は、底板１１よりも上方に位置し、容器の外側から底板１１側に向かって下降する傾
斜面に形成され、凹部３２の外側は支持部２３の外側面と同一であり、上部に切欠３６が
形成されている。なお、凹部３２の外側は、切欠３６を設けることなく支持部２３の外側
面と同じく天板に達していてもよい。
【００２２】
　次いで、支持部２３は、少なくとも内側板３７と天板３８を有する断面略長方形状であ
って、内側上縁にはアール面３９が形成されており、前記アール面３９は天板３８の水平
面３９ａに移行している。前記天板３８の水平面３９ａは、先倒し側板１３，１４を起立
させて組み立てたときの組立状態を安定させるために、支持部２３と先倒し側板１３，１
４の厚さ寸法の半分程度の幅に形成することが好ましい。
【００２３】
　次いで、先倒し側板１３，１４の下面に設けた摺動部３１について説明する。摺動部３
１は、先倒し側板１３，１４の下面に突設した支持脚４０と前記支持脚４０を連結する支
持杆４１とによって略Ｅ字状に形成されている。前記支持脚４０は、側板の下面と支持部
内面との間に所定の間隙を有する長さに形成されている。先倒し側板１３，１４を支持部
２３に組み立てたとき、前記支持脚４０，４０の間に上記ガイドレール３３、３３が挿通
され、先倒し側板１３，１４を引き上げたときに支持杆４１がガイドレール３３，３３の
傾斜面３４に沿って摺動することになる。
【００２４】
　上記ガイド部材３０と摺動部３１は、側板を組み立て方向に回動させたとき、摺動部３
１がガイド部材３０を摺動しながら引き上げられる構成であればよく、上記実施形態に限
定されるものではない。ガイド部材３０は、上記実施形態のようにガイドレールを平行に
形成することなく、１つの傾斜面を有するブロック体であってもよい。また、摺動部３１
は１つの支持脚の先端に支持杆を設けて略Ｔ字状に形成したものであってもよく、あるい
は２つの支持脚に支持杆を設けて略コ字状に形成したものであってもよい。
【００２５】
　次に、一対のヒンジ部１７の一方を構成する引上げ回動部１７Ｂについて説明する。引
上げ回動部１７Ｂは、支持部２３側に設けられた係止部４３と先倒し側板１３，１４の下
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面に設けられた回動軸部４５によって構成されている。前記係止部４３は、少なくとも支
持部２３の天板と内側面を切り欠いて形成した凹部４４と、前記凹部４４内に設けたフッ
ク状の軸係止部４７と、前記凹部４４の両側上部に設けられた係合ピン受部５４とによっ
て形成されている。
【００２６】
　前記凹部４４は、図示する実施形態では、支持部２３の下面から天板３８に貫通した透
孔４６とされている。透孔４６の底板１１側の切欠５１は底板１１よりも僅か上方に達し
ている。前記軸係止部４７は、透孔４６の底板１１側に設けた支持板５２の上端に突片５
３を突設することによってフック状に形成されている。前記支持板５２は、支持部２３の
内側面と同一面に設けられており、突片５３の先端面は、透孔４６の幅寸法の略半分に達
するように突設されている。突片５３は、回動軸部４５の上方への引き上げを阻止すると
共に、先倒し側板１３，１４の下面を支持部２３の水平面に固定する高さに形成されてい
る。
【００２７】
　前記係合ピン受部５４は、後述する回動軸部４５を回動自在に係止する軸受であって、
回動軸部４５の両端面に突設した係合ピン４８を挿入する係合ピン受穴４９と係合部５０
によって形成されている。前記係合ピン受穴４９は、図８及び図９に示すように、下面が
開口し透孔４６の両端部に設けられており、上面部は天板３８に達している。
【００２８】
　また、係合ピン受部５４の係合部５０は、図７に示すように、支持部の天板側と支持部
の内側を開口させた凹部の内壁下面の中央部を下向きのアール面５６とし、アール面５６
は底板１１側に向かって下降する傾斜面５５に連続している。係合部５０のアール面５６
と支持部２３の天板との間の寸法と、後述する回動軸部４５の係合ピン４８と側板１３，
１４の下面との間の寸法とはほぼ同一に形成されている。
【００２９】
　また、前記係合ピン受部５４の係合部５０の上方においては、図４及び図５に示すよう
に、透孔４６に面する凹部４４の内壁５８に傾斜溝５９が設けられている。前記傾斜溝５
９は、前記回動軸部４５の両端の係合ピン４８を係合ピン受穴４９への挿入を容易にする
ものであって、上方外側に向かって傾斜している。前記回動軸部４５の両端の係合ピン４
８を傾斜溝５９に挿入し、そのまま押圧すると内壁５８を押し拡げるようにして下降し、
係合ピン４８が係合ピン受穴４９に挿入されてアール面５６に係止される。
【００３０】
　次に、前記回動軸部４５は、摺動部３１と同様に、先倒し側板１３，１４の下面に突設
した支持脚６０，６０を支持杆６１で連結して略コ字状に形成してなる。前記支持脚６０
は、側板の下面と支持部内面との間に所定の間隙を有する長さに形成されている。前記支
持杆６１の内側（側板の下面側）は水平面に形成されており、外側は円弧状に形成されて
いる。前記支持脚６０，６０と支持杆６１の間に前記軸係止部４７が挿入され、支持杆６
１の両端部に設けた係合ピン４８は、透孔４６に連通している係合ピン受穴４９に挿入さ
れる。
【００３１】
　支持杆６１は円弧状の外面が摺動しながら係合部５０の傾斜面５５に沿ってスムーズに
引き上げられると共に、先倒し側板１３，１４が起立して天板３８の水平面３９ａに載置
したときに、支持杆６１の内側水平面が軸係止部４７の突片５３の下面に係止する。支持
杆６１が突片５３に係止し、側板１３，１４の下面と天板３８の水平面３９ａとが接合す
るので、面同士の接合により先倒し側板１３，１４の起立をより安定させる。
【００３２】
　上記実施形態では、先倒し側板１３，１４と支持部２３とを連結するヒンジ部１７の構
造について説明したが、後倒し側板１５，１６と支持部２４とを連結するヒンジ部１８の
構造についても支持部の高さが異なるのみで、基本的構成については同一である。よって
、ヒンジ部１８を構成する引上げガイド部１８Ａと引上げ回動部１８Ｂ
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は、引上げガイド部１７Ａと引上げ回動部１７Ｂと読み替えることとし、ヒンジ部１８の
説明は省略する。
【００３３】
　次に、容器を折り畳み状態から組み立てる場合について説明する。まず、後倒し側板１
５，１６のうち一番上に折り畳まれている側板、例えば後倒し側板１６を組み立て位置に
回動させると、まず、引上げ回動部１８Ｂによって引き上げられる。引上げ回動部１８Ｂ
では、図８（ｂ）に示すように、後倒し側板１６が回動すると、側板１６の下面が支持部
２４の内面に当接する。
【００３４】
　後倒し側板１６をそのまま回動させると、ガイドレール３３の傾斜面３４に沿って支持
杆４１が上方に移動する。さらに、側板１６を回動させると、支持杆４１がガイドレール
３３の傾斜面に沿って徐々に引き上げられると共に、後倒し側板１６の下面が支持部２４
の内側上縁に形成されたアール面３９の下端に達する。
【００３５】
　このとき、引上げガイド部１８Ｂでは、回動軸部４５の支持杆６１及び先端の係合ピン
４８は、どこにも当接することなく透孔４６及び係合ピン受穴４９内を遊動しながら上方
に引き上げられる（図８（ａ）参照）。従って、後倒し側板１６の下面が支持部２４の内
側上縁に形成されたアール面３９に達するまでは、引上げガイド部１８Ｂは、後倒し側板
１６の引き上げには関与していない。
【００３６】
　後倒し側板１６の下面がアール面３９に達すると、後倒し側板１６の回動は、引き上げ
回動部１８Ａから引上げガイド部１８Ｂに引き継がれ、引上げガイド部１８Ｂによって回
動しながら引き上げられることになる。即ち、後倒し側板１６の下面がアール面３９の下
端部に達したときに、係合ピン４８は係合ピン受部５４の係合ピン受穴４９の最も内側に
引き寄せられ、係合部５０の傾斜面５５の下端部に達する（図７及び図８（ａ）参照）。
【００３７】
　引き続いてさらに後倒し側板１６を回動させると、側板１６の下面はアール面３９上を
摺動しながら回動し、側板１６の下面が引き上げられると同時に、係合ピン４８は係合部
５０の傾斜面５５を摺動しながら引き上げられる（図９（ａ）参照）。このとき、引上げ
ガイド部１８Ａでは、支持杆４１はガイドレール３３の傾斜面３４から徐々にはなれてど
こにも当接することなく凹部３２内を遊動しながら上方に引き上げられる（図９（ｂ）参
照）。
【００３８】
　そして、後倒し側板１６が垂直に起立したときに、後倒し側板１６の下面が支持部２４
の天板３８の水平面３９ａに載置するとともに、支持杆６１の内側の水平面が軸係止部４
７の突片５３の下面に当接して係止される。前記突片５３に支持杆６１が係止することに
よって、後倒し側板１６の下面と支持部２４の天板の水平面３９ａとを密着させる。側板
１６は、支持部２４の天板に密着するように載置するとともに、前記突片５３と支持杆６
１との係止によって安定した状態で起立することになる。
【００３９】
　後倒し側板１６と同様にして後倒し側板１５を回動させて起立させればよい。後倒し側
板１６，１５は起立した後は、内側に倒れるのは防止され安定した状態で起立しているか
ら、その後、先倒し側板１３，１４をスムーズに起立させて組み立てることができる。後
倒し側板１５、先倒し側板１３，１４を起立させるときのヒンジ部１８及びヒンジ部１７
の作用については上述の通りである。
【００４０】
　また、組み立て状態から折り畳む際には、組み立てる際とは逆に側板の上端を底板上に
向かって回動させればよい。このとき、先倒し側板１３，１４は、いずれの側から先に倒
してもよく、後から倒された側板は先に倒された側板の上に水平に折り重ねられる。また
、後倒し側板１５，１６もいずれか一方を先に倒し他方を後から倒せばよく、いずれから
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【符号の説明】
【００４１】
１１：底板
１３，１４：先倒し側板
１５，１６：後倒し側板
１７：ヒンジ部
１７Ａ：引上げガイド部
１７Ｂ：引上げ回動部
１８：ヒンジ部
１８Ａ：引上げガイド部
１８Ｂ：引上げ回動部
２１：ロック部
２３，２４：支持部
３０：ガイド部材
３１：摺動部
３２：凹部
３３：ガイドレール
３４：傾斜面
３５：凹部の底面
３６：切欠
３７：内側板
３８：天板
３９：アール面
４０：支持脚
４１：支持杆
４３：係止部
４５：回動軸部
４６：透孔
４７：軸係止部
４８：係合ピン
４９：係合ピン受穴
５１：切欠
５２：支持板
５３：突片
５４：係合ピン受部
５５：傾斜面
５６：アール面
５８：内壁
５９：傾斜溝
６０：支持脚
６１：支持杆
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